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1. はじめに 

人々は常に快適な状態や空間を欲して行動していると

いえる。Humphryeys＆Nicol によると適応とは生理的であ

り、行動的であり、心理的である。人はある温熱環境に

対し、不快に感じるような変化が起こると快適性を取り

戻そうと行動する傾向がある 1)2)。暑いと感じれば窓を開

けて風通しをよくし、寒いと感じれば服をより重ねて着

用して暖をとる。また、湿気ていると感じれば窓開閉等

を行って湿度を下げる。このように人は自らのいる空間

を快適だと感じるように調整をし、適応している。 

日本は温暖湿潤気候のため寒暖の差が激しく、年間を

通して多様な気候が存在する 3)。 

これまで、室内の熱的快適性に関する調査としては、

寝室に限定した温熱環境と快適性に関する研究 4)や、夏季

におけるリビングに限定した温熱環境と快適感に関する

研究 5)、エアコンの好き嫌いと夏季の温熱快適感 6)等が行

われてきた。しかし、いずれも期間が限定されており、

年間を通しての研究は殆ど行われていない。そのため、

この日本の特徴的な気候に対して、年間を通しての場合

の熱的快適感について明らかにする必要がある。 

そこで、本研究では岐阜県の住宅を対象に年間を通し

ての温熱環境の実測と居住者の快適感に関する申告を行

い、日本の住宅における熱的快適感について明らかにす

る。 

 

2. 調査方法 

調査対象地域は岐阜県岐阜市近郊であり、平屋もしく

は二階建ての住宅である。調査住戸数は 30 家族で調査人

数は 78 名(男性:40 名、女性:38 名)で平均年齢は男性 40.5

才、女性 41.3 才である。熱的快適感温調査の尺度を表 1

に示す。温冷感の尺度を図 1 に示す。 

調査は 2010 年 5 月 13 日から 2011 年 5 月 31 日までで

ある。室温、相対湿度はリビングで小型測定機器を用い

て、10 分間隔に測定した。外気環境のデータは、気象庁

の公開データを用いた。観測地点は調査住戸の中心に位

置する岐阜県岐阜市を用いた。 

表 1 熱的快適感の尺度 

今のこの部屋の暑さ寒さはあなたにとって

どの程度快適または深いと感じますか 

尺度 項目 

5 快適 

4 やや不快 

3 不快 

2 非常に不快 

1 耐えられない 

 

今あなた自身の暑さ寒さはどの程度感じていますか 

寒い 暑くも 暑い

寒くもない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

 

図 1 温冷感申告尺度 

 

3. 結果と考察 

3.1 熱的快適感の分布 

図 2 に年間を通しての熱的快適感の度数を図で示す。

モードとは自然通風方式(以下、NV)、冷房(以下、AC)、

暖房(以下、HT)の三種類である。NV は暖房や冷房などの

機械空調を用いていない条件である。また AC はエアコ

ンによる冷房使用時、HT は暖房もしくはコタツ使用時で

ある。測定数は NV が最も多く約 14,000、次いで HT の約

5,000、AC の約 2,000 である。平均値は NV モードで 4.3、

AC モードで 4.2、HT モードで 4.3 である。 

表 2 に快適感の度数分布表を示す。NV モードでは「5.

快適」の回答が最も多く、半数近くの割合を占めている。

また「4.やや不快」と「5.快適」の回答を合わせると大半

の割合を占めている事になる。よって居住者は居住空間

にある程度快適と感じているといえる。AC モード、HT

モードでも「4.やや不快」、「5.快適」と回答する割合が多

く、両モード共に居住者が居住空間を快適にしようと冷

暖房を使用しているため、快適性が高いと申告するのは

当然である。また、調査対象の岐阜県では年間を通して
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冷暖房を使用せず、自然通風方式の NV モードが多いこ

とが 13,878 と度数から見て取ることができる。以上の理

由から熱的快適感の分析に関しては以後、NV モードにの

み注目して分析をする。 

 

 

図 2 熱的快適感の分布 

 

表 2 快適感の度数分布表 

Mode 尺度 度数 割合 

NV 

1 123 0.9 

2 355 2.6 

3 1094 7.9 

4 5574 40.2 

5 6732 48.5 

AC 

1 51 2.4 

2 124 5.9 

3 159 7.6 

4 755 35.9 

5 1012 48.2 

HT 

1 18 0.3 

2 119 2.2 

3 486 9.1 

4 2607 48.7 

5 2120 39.6 

 

3.2 快適感と温冷感の関係 

 温冷感が快適感に与える影響を分析するために、図 3

に快適感と温冷感の関係を示す。最も多く申告されたの

は快適感「5.快適」時の温冷感が「5.暑くも寒くもない」

である。人にとって暑くも寒くもない空間が快適な空間

だといえる。得られた回帰式は下記に示す。 

 

NV OC=-0.211C
2
+2.108C+0.624           (1) 

(n=13,871, R
2
=0.45, p<0.001) 

 

 

OCは快適感、Cは温冷感である。この二次式を微分して

OC=0を代入すると、最も適切な温冷感は5.0であり、「5.

暑くも寒くもない」である。この温冷感よりも申告が暑い、

寒いに傾くと快適感が徐々に低下している。また、次に快

適といえる「4.やや不快」の範囲は寒い側の③から暑い側

の⑦程度である。 

 

 

図 3 快適感と温冷感の関係 

 

3.3 快適感と室温の関係 

 居住者の熱的快適感評価を行うために図 4 に各月ごと

の居住者の快適感の平均値と 95％の信頼区間を示す。NV

モード(自然換気時)における平均快適感は年間を通して、

「4.やや不快」の前後である。冷暖房を使用しない状況下

では十分に快適感を得られていないといえる。また、月

ごとにみると 5 月、10 月は、最も快適感評価が高く、1

月、8 月は最も快適感評価が低いといえる。日本の温暖湿

潤気候の特徴が顕著に表れている。 

図 5 に快適感と室温の関係を示す。最も多く申告され

たのは快適感「5.快適」である。得られた回帰式は下記に

示す。 

 

 

図4 月ごとの居住者の快適感の平均と95％の信頼区間 
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NV OC=-0.0078Ti
2
+0.3271Ti+1.173        (2) 

(n=13,451, R
2
=0.18, p<0.001) 

 

OC は快適感、Tiは室温である。この二次式を微分して

OC=0 を代入すると、最も快適な室温は 21.0℃となる。こ

の温度よりも室温が上昇や低下すると快適感が徐々に低

下している。また、次に快適といえる「4.やや不快」の範

囲は 12～30℃程度である。暑さ寒さによる快適感の低下

については、今後さらに検討する必要がある。 

 

 

図5 NVモードにおける快適感と室温の関係 

 

3.4 快適感と外気温の関係 

 外気温が快適感に与える影響を分析するため、図 6 に

快適感と外気温の関係を示す。最も多く申告されたのは

快適感「5.快適」ある。得られた回帰式は下記に示す。 

 

NV OC=-0.005To
2
+0.180To+3.091          (3) 

(n=13,684, R
2
=0.22, p<0.001) 

 

 

図6 快適感と外気温の関係 

OCは快適感、Toは外気温である。この二次式を微分して

OC=0を代入すると、最も快適な外気温は18.0℃となる。

この温度よりも外気温が上昇や低下すると快適感が徐々

に低下している。また、次に快適といえる「4.やや不快」

の範囲は6～28℃程度である。 

 

3.5 快適感と想像室温の関係 

 図 7 に快適感と室温の関係を示す。最も多く申告さ

れたのは快適感「5.快適」である。得られた回帰式は下記

に示す。 

 

NV OC=-0.009Tc
2
+0.364Tc+0.940          (4) 

(n=13,843, R
2
=0.24, p<0.001) 

 

OC は快適感、Tcは室温である。この二次回帰式はこの

二次式を微分して OC=0 を代入すると、最も快適な想像

室温は 20.2℃と快適感と室温の関係時（21.0℃）より低い

温度を示した。この温度よりも想像室温が上昇や低下す

ると快適感が徐々に低下している。また、次に快適とい

える「4.やや不快」の範囲は 13～29℃程度であり、快適

感と室温の関係時（12～30℃）とほぼ同等の温度になっ

ている。 

 

 

図 7 快適感と想像室温の関係 

 

3.6 快適感と想像外気温 

 外気温が快適感に与える影響を分析するため、図 8 に

快適感と想像外気温の関係を示す。最も多く申告された

のは快適感「5.快適」ある。得られた回帰式は下記に示す。 

 

NV OC=-0.006Toc
2
+0.202Toc+2.832          (5) 

(n=13,800, R
2
=0.23, p<0.001) 

 

OCは快適感、Tocは想像外気温である。この二次式を微

分してOC=0を代入すると、最も快適な想像外気温は

16.8℃と快適感と外気温の関係時（18.0℃）より低い温度
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を示した。この温度よりも想像外気温が上昇や低下すると

快適感が徐々に低下している。また、次に快適といえる「4.

やや不快」の範囲は7～28℃程度であり、快適感と外気温

の関係時（6～28℃）とほぼ同等の温度になっている。 

 

 
図8 快適感と外気温の関係 

 

4. まとめ 

 本研究では、岐阜の住宅を対象にこの地域における

人々の快適感や温冷感、室温、外気温等の申告調査を行

い、下記の結果が得られた。 

1. NV モードが年間を通して多くの割合を占めている。

さらに、NV モードであっても居住者はそれぞれの居

住空間にある程度、快適であると感じている。 

2. 快適感と温冷感の関係から、人にとって暑くも寒く

もない空間が快適な空間である。 

3. NV モードにおいて、冷暖房を使用しない状況下では

年間を通しては十分に快適感を得ることが出来ない。 

4. NV モードにおいて、5 月、10 月は最も快適な月であ

り、1 月、8 月は最も不快な月である。これは日本の

温暖湿潤気候の特徴が顕著に表れているといえる。 

5. NV モードにおいて、快適感と室温に関して分析した

結果、21.0℃の時に居住者の快適感評価が最も高くな

る。 

6. NV モードにおいて、快適感と外気温に関して分析し

た結果、18.0℃の時に居住者の快適感評価が最も高く

なる。 

7. NV モードにおいて、快適だと感じる室温と外気温に

は 3.0℃の差があり、居住者は居住空間に外気温より

高い温度を求める。 

8. NV モードにおいて、快適感と想像室温に関して分析

した結果、最も快適な想像室温は 20.2℃と、快適感

と室温の関係時（21.0℃）とほぼ同等の温度である。 

9. NV モードにおいて、快適感と想像外気温に関して分

析した結果、最も快適な想像外気温は 16.8℃と快適

感と外気温の関係時（18.0℃）とほぼ同等の温度であ

る。 
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